
一
、
緒

二
、
タ
ワ
ヰ
の
乾
繭
抽
出
拘
歯

ハ
一
〉

病

徴

ク
ワ
井
及
び
ハ

言

門
一

J

病

菌

の

形

態

ス

の
乾
腐
病
菌
に
就
い
て

言

農
曲
牢
博
士

西

門

(コ一
ν

病
菌
の
熔
益
的
世
寅

宮

脇

(

岡

)

援

稽

(
一
一
〉

病

菌

の

形

態

試

駿

ハコ
J

病
菌
の
熔
建
的
性
質

ハ
ス
の
乾
腐
病
菌

ハ

一

〉

病

徴

接

r-. 
閥、J

試

駿

て
緒

稽

問
、
グ
ワ
ヰ
及
び
ハ
ス
の
乾
腐
病
菌
の
均
鮫

五
、
本
薗
の
所
属
強
に
名
濡

六
、
本
薗
に
よ
る
各
種
作
物
の
病
害

七
、
防

除

法

八
、
文

猷

筆
者
は
昭
和
九
年
四
月
一
間
山
市
に
於
て
、
貯
蔵
中
の
ク
ワ
ヰ
が
腐
敗
す
る
と
い
ふ
の
で
調
奈
し
た
慮
、

之
は
一
一
磁
の

義

一
台
二

O
〉

雲

夫

国
局
菌
に
よ
る
事
を
認
め
た
。
更
に
今
春
に
豆
h
v
首
倉
敷
市
に
於
て
昨
就
掴
取
り
貯
賦
さ
れ
て
ゐ
た
ハ
ス
(
蓮
根
〉
の
腐
敗
す
る
物
が
あ
り
、

円
三
宮
島
『
onRMMg

タ
ワ
ヰ
及
び
ハ
ス
の
乾
腐
病
揖
固
に
就
し
い
て

六
五



グ
ワ
ヰ
及
び
ハ
ス
の
舵
腐
臨
時
薗
に
就
い
て

て
六
六

是
亦
《
H
1山
田
島
町
河
島
吉
田
鹿
の
菌
の
寄
生
に
よ
る
事
が
判
明
し
た
。
此
雨
菌
は
共
形
態
に
於
て
完
く
特
合
し
同
一
種
類
と
認
め
ら
れ
た
.
之

を
文
献
に
求
め
た
が

S
R主
3
2意
書
諸
島
崎
.ashagF
菌
の
記
相
に
酷
似
し
之
と
同
定
す
べ
き
様
で
あ
る
。
本
菌
に
就
き
」
は
本
邦
に

於
て
報
告
さ
れ
た
物
が
見
賞
ら
な
い
か
ら
敢
に
共
費
生
を
報
や
る
と
共
に
共
性
献
の
概
要
を
記
述
す
る
。
本
報
告
に
営
り
貰
験
し
補
助
さ
れ

た
る
賞
植
物
病
理
研
究
室
員
に
謝
意
を
表
す
る
。

-
一
、
ク
ワ
井
の
乾
腐
病

• 

ク
ワ
ヰ
の
地
下
輩
(
球
霊
)
は
繭
山
市
地
方
で
は
秋
季
に
掘
り
取
げ
遁
営
に
乾
か

ι表
面
の
水
分
が
去
っ
た
後

排
水
の
良
好
ゑ
土
地
の
床
下
等
に
穴
を
銅
り
土
窟
を
設
け
川
砂
陀
混
じ
て
貯
識
す
る
・
共
貯
臓
中
の
球
霊
が
翌
春
ま
で
の
聞
に
腐
敗
し
、
往

《
一
)

病

徹

往
に
し
て
惨
容
を
呈
す
る
事
が
t
u
る
。
共
病
献
は
、
最
初
球
重
の
表
面
に
僅
か
に
凹
陥
し
た
図
形
又
は
不
整
形
の
褐
色
乃
至
晴
補
色
の
小
斑

が
表
は
れ
る
。
此
捷
蜘
は
最
初
は
ニ

l
一
一
一
粍
で
あ
る
が
漸
戎
損
大
し
て
大
斑
と
た
り
甚
し
い
時
に
は
球
霊
の
全
面
を
被
ふ
に
至
る
・
病
斑
部

は
球
室
内
部
に
も
深
く
到
達
し
聾
色
し
、
病
斑
部
と
健
全
部
と
の
境
界
は
判
然
し
て
居
る
。
病
斑
の
表
面
中
央
に
は
汚
白
色
の
粉
献
を
帯
び

た
小
塊
が
表
は
れ
請
姉
献
を
呈
す
る
。
.
之
は
病
菌
の
分
生
胞
子
堆
で
あ
る
・
ハ
第
一
国
参
照
V

菌
綜
は
各
種
の
培
養
基
上
に
よ
く
費
育
L
、
表
面
平
滑
で
無
色
、
分
校
が
多
い
。
唯
不
謹
首
た
る
欣
態
又
は
培

《

--v靖
薗
の
形
態

養
基
上
で
出
来
た
菌
締
は
内
容
頼
粒
質
隅
膜
聞
は
著
し
く
短
縮
し
隔
膜
部
に
は
踊
れ
を
生
や
る
。
大
空
γ
1
2
一
μ
か
ら
大
な
る
物
は
七
1
八

μ
に
塁
。
客
船
和
は
犬
小
二
型

Z
1
2
5
3
8
T
2
2
5型
が
あ
る
。
大
型
分
生
胞
子
は
樹
枝
管
室
形

成
さ
れ
た
分
生
子
梗
に
頂
生
さ
れ
る
e

分
生
子
極
《
第
五
嗣
〉
は
其
太
さ
一
ニ

l
五
H
H
分
枝
の
頂
端
に
至
る
に
従
ひ
漸
次
細
く
な
る
。
分
岐
融



か
ら
頂
賠
ま
で
の
長
さ
は

二
O
l五
O
μ
、
全
鰻
の

長
さ
は
一
回
の
分
枝
の
物

と
数
回
分
枝
ず
る
物
と
で

異
な
る
が
、
犬
値
四

O
i

-五
O
H
P
?
六
O
l

一

O
μ
を
普
通
と
す
る
。
分

生
胞
子
(
第
二
、
第
八
圃
V

闘は
角無
形色
?で
一長
|楕
五回
筒形
の)'J
隔至

膜
が
あ
り
三
隔
膜
の
物

が
最
も
多
い
。
今
馬
鈴
薯

寒
天
上
に
「
ス
ボ
ロ
ド
キ

プ
ル
」
型
に
出
来
た
大
型

分
生
胞
子
に
つ
き
隔
膜
敷

の
割
合
並
に
大
さ
を
測
定

タ
ワ
ヰ
及
び
ハ
ス
の
乾
腐
病
菌
に
就
い
で

クワキ乾朽病菌の分生胞子の犬さ

(1)馬鈴薯寒天に沼氏24;tに20日間矯養の大型飽子(Cylindro叫 rpon'型〉の大き

第一表

隔膜敏 均 標費量偏差

μ μ μ 

隔膜 長さ 日 24-ω 印刷土0.2752.α)()::I:0.159 蜘一a佼ヨ:1I 12% 
胞子 傾 国 5-7 5.58土0.06420.57土O.α1810.20土

2 " 1 24 1長さ|田 l-m±0241258土01717枇 0.503
領 回 5-71 5.白土O.倒610.48土O.回218.19土O.日1

白対 3←52 7.回土0.375
3 " 幅 1∞ 5-7 ら89土~0371 o.恥叫6 9.26土0.441

X獲量患の1%11. 4ー及び5ー隔膜胞子治:混在。

小型分生也子くVerticillium'型〉の大き

|測定数|範 閤|苧

畏 さ I1田 I5-1/1四品畑p 山社側/113.8::1:0刷
幅 L 1∞ I 3-5 I 3.71土0・制 問 4土0・m 削土0.701

(1)同上

(10福山産クワヰの笹害塊盤上に形成の大型分生胞子の大き

膜敏|形成則合| 範 園 平 均

ド μ μ 
1 隔膜 11% 長さ却.9-325 幅 4.2-5.8 長さ 30.78 幅 4.56

2 " 40 28.6ー潟.6 ら1-6.7 33.18 5.67 

3 " 49 28.6-ーお.6 5.0-6.8 37.27 5.白.

一一一六七



グ
ワ
ヰ
及
び
《
ス
の
乾
腐
病
歯
に
就
い
て

し
た
結
果
乞
掲
げ
る
一
万
第
一
崇
《

I
〉
の
如

4
で
、
「
ニ
隔
膜
胞
子

が
大
部
分
を
占
め
長
さ
問
0
・
七
幅
五
・
九

μ
、
二
隔
膜
胞
子
之

に
戎
ぎ
、
長
さ
三
四
・
七
幅
五
・
八

μ
、
一
隔
膜
胞
子
は
長
さ
三

0
・
八
幅
五
・
六
で
あ
る
。
叉
栢
山
産
ク
ワ
ヰ
の
被
害
塊
霊
上
に

形
成
の
大
型
分
生
胞
子
の
犬
さ
は
第
一
表

(E)
の
如
く
で
、

三
崎
牒
胞
子
は
長
さ
一
ニ
七
・
一
一
一
幅
五
・
九

μ
、
二
時
膜
胞
子
は
長

一
隔
膜
胞
子
は
長
さ
三

0
・
八
幅
四
・

六

μ
で
あ
る
。
水
中
で
は
容
易
に
帯
広
芽
し
雨
端
又
は
中
聞
の
細

さ
一
三
ニ
・
二
幅
五
・
七

μ
、

胞
か
ら
費
芽
管
を
生
や
る
。
蛮
芽
管
は
無
色
織
縦
で
あ
る
。
《
第

八
圃
V
。
。
。
。
。
。

小
型
分
生
胞
子
(
第
六
回
)
は
所
調

g
a
n
M
E
a
g
型
に
形

成
さ
れ
る
も
O
で
大
型
分
生
胞
子
の
聞
に
介
在
し
、
同
様
の
分

生
子
梗
上
に
頂
生
す
る
・
卵
形
乃
至
楕
固
形
で
無
色
皐
胞
で
あ

る
が
、
稀
に
一
隔
膜
乞
有
す
る
事
が
あ
る
・
長
さ
五

l
一
O
、

平
均
七
・
四

μ
、
幅
一
ニ

l
五
、
平
均
一
二
・
七

μ
で
あ
る
《
第
一
表

門

I
〕
参
照
v
o
恥
脇
島
仇
(
第
七
樹
)
古
い
培
養
で
は
菌
締
の
先

↓
六
八

クワヰ乾傷病菌の各誼培養基'i於ける護育
20}lに7日間情墾

菌~ 空申 l 叢i議 菌費量着色 分生 l単

供試情養基 (1.) 
申 胞子 胞子 膜

震I1x色名|選毒患 色名11大 t型d、胞直径
総 la 型l 子

軍事芽エキス望聖天 23純.51 + + 211/1f + 一一十 + 13111 H: 一一++ 
馬鈴事事司聖天 19.0 骨lIf fII十 2]1/1 + 一一m m 171/1 i + ++ ++ + 
蔚藁望聖天 23.5 一++ 一 一一一+ 一 + 一+ 
議頭害警天 23.0 輔~ +制4171f/l + 一一m ~ 17'" i + 一『 + 
肉汁望聖天 24.0 m ffI十 一 一一m m 一 + 一+ 
乾夜空襲天 14.5 一11骨 一 一一+ m 一 一一+ 
アスパラギ空氏襲天 21.5 ifI十 柵 一 ー 一m m 17111 i ++ + 世 + 
キユリ';r.- 液

14.0 lIIfI 柵十 17"~ + 一一++ i冊十 21'" m 一一4世琴天
ホプキyス氏液 25.5 !IIf 州十 17"f 件 一一++ ttt 17川 bm 一一+ 
寒覇軍天米熔養基 ++ 掛 m 1711b ++ 一一m ++ 13'''k ++ + + ++ 
言葉西瓜皮埼護基 m ttt m ー 一一++ ++ 17"'d + 一ー + 
Z事酒業活養基 + + + 一 ー 一++ + 一 一、

X色名i'tR~WAY 氏Color 8tandardにより英記聖書を英儀表はした。

10~貌系統

第二表
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ク
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乾
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病
菌
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護
育
と
培
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と
の
関
係

指
重量
基度

書
毎
芽
エ
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(
3
%
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零
天

馬
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警
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天

培
釜
滋

5
 I
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I
 15 
I
 20 
I
 24 
I
 27 
I
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5
 
10 
I
 15 
I
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I
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却
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3
日
後
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叢
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一

ー
8.
8
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一

5
 
開
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書
E置
の
着
色
程
度
ー
ー
ー

土
一

土
。

ー
+
 
+
 
制
t+ 
件
一

備
考
×
分
生
胞
子
形
成
以
下
は
9
日
間
出
養
後
の
欣
況
で
あ
る
。
菌
叢
の
形
の
R
は
周
縁
正
副
形
。
I
は
不
整
形
。
菌
議
の
厚
海
の
D
I
'
t
恩
く
T
ぼ
簿

ぃ
。
色
名
は
!
T
D
O
W
A
Y
:
 Color 

Standa
:
r
P
の
色
の
t
ß
~
に
よ
る
守

~J:o.サ肉
~
<
κ
~
~
鑓
~
濁
U
~
毒
ム
ド

11H
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P
ワ
牛
耳
ひ
A

え
の
乾
腐
同
情
強
に
就
い
て

一-一七
O

画表中賀線It褒努ェ~ス容天に、鎖線It馬鈴薯寒天に於け

る菌重量の直径を示す。筒愚下は 3 日後、~は 5 日後、業上

は7日後、最上は9日後の直径であるe

某
は
第
二
衰
の
様
で
る
る
・
そ
の
結
呆
で
は
本
菌
♀
控
育
は
葱
頭
寒
天
、
ホ
プ
キ
シ
ス
氏
液
寒
天
に
於
け
る
生
育
が
良
好
な
様
で
あ
る
・
分

生
胞
子
の
形
成
は
大
型
小
型
商
胞
子
共
馬
鈴
薯
裟
天
が
良
好
で

厚
膜
胞
子
の
形
成
は
キ
ユ
リ
ヱ
氏
液
惑
天
が
よ
く
褒
芽
再
キ
ス

寒
天
或
は
蒸
米
上
で
も
良
好
で
あ
っ
た
。

右
ク
ヲ
ヰ
の
の
u

ユ山口号。
n
R
M
M
g
菌
の
費
育
と
培
養
温
度
と

の
関
係
を
、
安
芽
ヱ
キ
ス
寒
天
と
馬
鈴
薯
寒
天
培
養
基
に
就
き

て
試
験
し
た
。
共
一
ニ
、
五
、
七
、
九
日
後
の
菌
叢
の
直
径
〈
単
位

粍
)
、
九
日
後
の
大
型
分
生
胞
子
の
形
成
、
空
中
菌
赫
の
形
成
、

菌
嘗
艇
の
形
、
厚
さ
、
着
色
の
程
度
、
名
稀
等
を
表
記
す
る
と
第

表
の
如
く
で
あ
る
。
第
三
表
の
結
果
か
ら
菌
紙
生
育
の
模
様

を
尚
組
酬
を
以

τ岡
一
不
す
る
と
第
一
圃
表
の
如
く
で
あ
る
。
第
三

表
並
に
第
一
固
表
か
ら
見
る
と
本
菌
の
菌
綿
の
蛮
育
に
は
蟻
氏

二
O
度
が
最
適
で
共
費
育
の
最
低
温
度
は
五
度
内
外
最
高
温
度

は
二
七
!
二
九
度
の
間
に
あ
る
。
此
結
果
で
は
本
菌
費
育
の
最

第

クワヰの乾腐病菌の菌齢の生育と培養温度との闘係

表困

HH
'

m
-

MU 

箇

構

披

Q) 20 

備考

ん
E
費
育
せ
た
い
。

高
、
最
適
温
度
は
他
菌
に
比
し
て
可
な
り
に
低
い
訟
で
、
本
邦
夏
期
の
室
温
で
は
褒
育
不
可
能
で
あ
る
。
事
賓
本
菌
の
培
養
は
夏
期
中
は
殆



の
様
で
あ
る
.

一
O
度
で
は
接
種
し
た
寒
天
商
に
多
少
の
空
中
薗
赫
の
出
来
た
の
み
で
ク
ワ
ヰ
は
侵
饗
さ
れ
て
ゐ
友
か
っ
た
。

一
五
及
ニ

O

(四
v

接

種

試

験

。
由
明
。
a
o

〔
第
一
回
貰
験
〕

主
記
。
u
『
回
目
白
色
円
台

RMMg
薗
の
純
粋
培
養
を
ク
ワ
キ
の
幼
芽
並
に
球
翠
に
接
種
し
て
硝
子
製

の
漁
室
に
入
れ
、

一O
、
一
五
、
二

O
、
二
四
度
等
の
各
種

ρ
温
度
に
保
っ
た
・
五
月
一
七
日
に
接
種
し
六
月
八
日
に
調
士
賞
し
た
結
果
は
失

度
で
は
菌
締
は
多
少
伸
び
て
ゐ
た
が
病
献
が
表
は
れ
や
、
二
四
度
に
於
て
も
僅
か
に
幼
芽
が
侵
売
れ
て
ゐ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
第
一
回
貰
験
・

の
結
果
は
無
傷
で
は
本
菌
の
接
種
に
よ
hv
て
は
ク
ワ
キ
は
殻
病
せ
ぬ
事
を
示
し
た
。

円
第
二
国
賓
験
〕

第
一
回
と
同
様
に

U
て
無
傷
。
偉
接
種
し
て
之
を
気
温
一
八

14
一
二
度
。
聞
を
上
下
せ
る
地
下
室
に
保
っ
た
。
五
月
一

九
日
に
接
種
し
二
八
日
に
調
査
の
結
果
接
種
部
に
は
豊
富
な
空
中
薗
赫
が
表
は
れ
分
生
胞
子
も
多
少
形
成
せ
ら
れ
た
が
侵
入
の
様
子
は
殆
ん

ぎ
た
く
タ
ヲ
キ
は
何
等
異
般
を
示
さ
泣
か
っ
た
・
六
月
八
日
巴
至
。
て
検
査
し
た
結
果
で
は
供
用
一
一
一
個
の
球
輩
の
内
三
佃
は
健
全
で
あ
れ
J

た
が
他
の
九
簡
の
球
輩
に
は
多
少
宛
殻
病
し
接
種
部
位
は
直
径
一

O
乃
至
ご
二
粍
、
深
さ
一

T
'
問
耗
の
慶
色
が
表
は
れ
た
。
此
結
果
は
第
一

回
賓
験
と
は
周
到
な
り
本
菌
が
無
傷
の
球
翠
を
も
侵
害
し
得
る
事
を
示
し
て
居
る
。
之
を
要
す
る
に
本
菌
は
強
大
な
寄
生
性
を
有
す
る
需
で
は

た
い
が
僚
件
が
遁
嘗
で
あ
れ
ば
無
傷
の
球
霊
を
も
侵
害
し
得
る
物
の
様
で
あ
る
・

豆、
，、
ス

の

能

属

病

掘
り
す
後
貯
蹴
し
た
ハ
ス
の
地
下
重
〈
蓮
根
)
に
々
褒
は
れ
、
共
所

Z
茶
褐
色
乃
至
暗
補
色
、
害
に
よ

る
と
多
少
紫
色
を
帯
び
た
補
色
の
病
斑
を
生
や
る
・
病
斑
部
は
僅
か
に
凹
ん
で
健
全
部
と
の
境
は
精
k

判
然
し
て
居
る
.
病
班
内
に
は
白
色

乃
至
汚
白
色
の
療
献
の
小
隆
起
が
出
来
る
。
此
嫡
般
物
は
最
初
プ
!
一
-
一
耗
で
蓮
根
の
表
皮
下
に
出
来
て
共
榔
分
の
表
皮
を
押
し
上
げ
て
痛
の

h
-
v
 
病

徴

ダ
ザ
半
及
び
ハ
欠
の
使
館
開
閉
薗
に
就
い

τ

一一一七
F



グ
ワ
キ
及
び
ハ
ス
の
乾
腐
病
菌
に
就
い
て

三七一一ハス乾臆病菌の分生胞子の大さ

隔日 I~il 範 関 均

1.隔 膜 52% 25.8-40.0父3.0-6.3μ 32.鉛x4.0μ

2.11 26 釦.0-41.3x 6，0-6.0 36.58x5.2 

3. " 22 認ふ-43.8x6，0-6.3 37.9ox5.4 

上
国
に
は
表
皮
を
付
け
た
憧
で
其
周
園
部
が
白
色
と
な
る
。
後
小
癖
の
上
面
に
附
着
す
る
蓮
根
の
表
皮
は
脆
落
し
て
全
慢
が
白
色
乃
至
淡
タ

リ
I
ム
色
と
た
る
。
此
の
自
粛
は
多
数
群
生
し
て
癒
踊
朕
或
は
花
榔
茶
の
如
き
外
観
と
な
り
、
教
糎
の
犬
塊
と
た
っ
て
時
と
し
て
根
の
衰
の

大
半
を
被
ふ
に
至
る
。
白
癖
の
表
商
は
僅
か
に
粉
般
の
感
が
あ
る
・
之
は
梢
々
乾
い
た
鹿
で
の
病
欣
で
る
る
が
多
漏
の
鹿
で
は
自
粛
の
部
分

る
。
所
調
乾
燥
腐
敗
病
(
略
し
て
乾
腐
病
V

と
な
る
〈

U
4
2
3・
被
害
蓮
根
の
内
部
は
第
三
闘
の
諸
民
の
如
く

同
町
白
色
の
菌
赫
で
被
は
れ
る
事
も
あ
る
。
(
第
一
一
一
闘
寓
民
参
照
)
被
害
蓮
根
は
某
俊
放
置
す
る
と
瀬
古
久
乾
燥
し
て
絡
に
は
石
の
如
く
に
聞
く
な

で
、
被
害
の
聴
い
際
は
単
に
褐
色
乃
至
帯
紫
褐
色
に
慶
色
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
被
害
の
進
ん
だ
物
で
は
根
室

内
部
の
管
欣
宰
際
部
が
白
色
の
菌
綿
で
充
満
さ
れ
る
事
が
あ
る
。

会
一
)
病
菌
の
形
態
ふ
y
b恥
予
は
培
養
の
初
期
に
は
基
商
に
散
在
し
て
小
型
の
分
生
胞
子
を
生
や
る
・

小
型
分
生
胞
子
は
、
問
形
、
.
楕
図
形
、
梨
形
で
無
色
皐
胞
で
あ
る
・
大
形
分
生
胞
子
〈
第
四
闘
V

は
培
養
基
面

に
散
在
し
叉
は
半
球
般
の
ス
ポ
ロ
ド
キ
Y
ル
型
・
と
し
て
樹
校
般
に
分
枝
し
た
分
生
子
梗
上
に
形
成
せ
ら
れ
る

(
第
六
圃
当
分
釦
子
秘
は
節
肢
で
分
生
胞
子
は
共
頂
端
に
出
来
る
が
其
節
聞
の
長
さ
は
こ

0
1四
O
μ
で
あ
り
、

数
簡
の
節
を
有
す
る
帯
棋
を
な
し
た
分
生
子
梗
も
あ
り
叉

7
1二
簡
の
節
を
有
す
る
物
も
あ
る
。
大
型
分
生
胞

子
は
一
'
H
2
一
箇
の
隔
膜
を
有
し
普
通
三
箇
、
国
角
形
、
長
楕
凶
形
等
で
南
端
鈍
頭
殊
に
先
端
は
固
頭
で
輩
部
は

僅
か
に
細
ま
る
@
尖
る
事
な
く
霊
脚
細
胞
を
有
す
る
事
も
な
い
。
直
形
稀
に
健
か
に
毎
曲
す
る
。
共
大
さ
は
共

の
如
く
で
あ
る
。

船
齢
伽
予
〈
第
一
。
圃
)
は
球
形
、
無
色
、
厚
膜
で
菌
綿
の
先
端
又
は
中
間
に
形
成
叉
は
大
型
胞
子
の
細
胞

第四表



鈷
五
衰
ハ
ス
の
乾
腐
病
菌
の
費
育
と
培
養
温
度

倍
養
基

褒
芽
ェ
~
ス
(
1
%
)
琴
天

治
J
a
煎
汁
容
天

.!!i1 
鈴
害甚
容
予E

系
統

8
1
1
8
1
2
1
1
2
3
1
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)
 
8
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]8 
I
 21 
1
 23 I
却
8
 I
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21 
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倍
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温
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(C)
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お
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沼
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お
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1
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I
 25.
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66.0
 
7 0.0
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25.0
 i
 2].5 
I
 60.0 
64.0 
国
.0
お
.0
I
 21.5 
位
.5
68.0
 
61.0 
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3
 
分
生
也
子
形
成
一
一
一
一
ー
一
一
ー
一
一
一
ー
一

空
中
歯
車
騒
形
成
一
一
一
一
一
土
+
 
+
 
+
 
+
 
ffi 
ffi 
ffi 
ffi 
+H 

撹
菌
叢
の
厚
:
き
T
 
T
 
T
 
B
 
T
 
一
一
一
ー
土
ffi 
ffi 
++ 
制
+H 

菌
叢
の
着
色
名
一
一
一
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B
 
一
一
ー
一
1
3
"
"
D
 1
3
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3
111F
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程
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+
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一
+
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7
日
後
薗
叢
直
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|
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お
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印
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5
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日
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I
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 I
 25.5
 I
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邸
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骨

5
 
分
生
飽
子
形
成
+
 
++ 
叶
H
oltlt 
一
一
if世
土
叫
柵
一
土
叫
柵
吋a
噌
十
ー

空
中
薗
線
形
成
一
土
土
土
ー
+
 
+
 
+
 
+
 
+
 
ffi 
ffi 
ffi 
榊
ffi 

披
菌
叢
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尽
き
T
 
T
 
T
 
T
 
T
 
一

一
+
 
ffi 
ffi 
++ 
-1+ 
ffi 

ー
一

菌
援
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着
色
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一
一
一
一
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一
一
一
ー
1
3
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D
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F
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 13
I11D
 

薗
菌
鐙
の
程
度
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+
 
+
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備
考
本
表
阪
於
け
る
溢
度
中
so
は
5
-
1
0，
18
は
1
7
-
1
9，
21
は
却
-
:
-
2
3
.
23
は
包
戸
.24
度
の
間
を
振
動
し
て
居
?
ニ
。
0
印
'
"
1
Sporodocbia

の

形
成
を
示
し
其
他
の
詑
貌
は
第
3
衰
の
夫
2
:
:
周
績
で
あ
る
。

"
"
T
-
骨
肉
ぬ
く
κ
Q
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沼
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1
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グ
ワ
キ
及
び
ハ
ス
の
舵
腐
鰐
薗
に
就
い
て

三
七
回

，問、
ーー一、相，
培
養
的
性
質

が
厚
膜
化
す
る
事
も
あ
る
。
多
数
鎖
献
に
形
成
さ
れ
て
塊
般
を
な
す
事
も
あ
る

y
大
さ
五

l
一
四
×
四

i
一
一
ぺ

被
害
ハ
ス
か
ら
ゆ
刀
離
L
た
門
司
回
目
包
『
R
R旬
。
ロ
菌
ニ
系
統
剖
ち
第
三
抗
菌
及
び
第
五
抗
菌
を
窓
会
芽
エ
キ
ス
寒
天
、

稲
藁
煎
汁
袋
天
、
馬
鈴
薯
寒
天
等
の
培
養
基
に
輝
氏
八
、

叢
の
直
径
を
測
定
し
、
一
四
日
後
に
は
分
生
胞
子
の
形
成
及
び
空
中
薗
赫
の
形
成
の
有
無
、
見
叢
の
厚
さ
、
着
色
の
色
名
、
及
び
程
度
予
乞

記
録
し
た
@
共
結
呆
は
第
五
衰
の
如
く
で
一
一
一
度
附
近
で
最
良
の
強
育
を
友
し
、
此
賠
前
記
タ
ワ
キ
の
菌
と
類
似
し
℃
ゐ
る
。
只
タ
ワ
ヰ
菌

は一一一

O
度
で
殆
ん
"
と
生
育
し
危
か
っ
た
が
、
ハ
ス
菌
は
一
一
一

O
度
で
可
成
り
の
生
育
を
示
し
た
。
本
菌
は
菌
叢
の
直
径
と
言
ふ
黙
で
は
供
用
三

一
八
、
二
て
二
三
及
び
三

O
度
で
培
養
し
た
。
共
七
日
後
及
び
一
四
日
後
の
菌

極
寒
天
培
養
基
の
何
れ
に
於
て
も
共
蛮
育
に
差
は
・
な
か
っ
た
が
空
中
薗
締
の
形
成
量
、
或
は
着
色
と
宵
ふ
鮪
で
は
奏
芽
エ
キ
ス
寒
天
で
は
不

良
で
あ
る
が
、
馬
鈴
薯
悲
天
で
は
極
め
て
良
好
で
あ
っ
た
。
又
、
第
五
披
菌
は
一
八
|
一
一
一
一
一
度
で
は
分
生
胞
子
の
形
成
が
良
好
で
特
に
馬
鈴

薯
寒
天
で
は

8
3色
R
E乱
に
形
成
し
た

之
を
要
す
る
に
上
記
ハ
ス
乾
腐
病
原
の
〕
E
E
H
R
R
M
M
g
菌
は
前
摘
ク
ワ
ヰ
の
乾
腐
病
菌
と

共
培
養
的
性
質
、
特
に
温
度
の
闘
係
で
極
め
て
よ
く
類
似
し
て
ゐ
る
。

接

種

試

駒

倉
敷
で
分
離
し
た
山
ス
の
乾
腐

Q
E
5
3
S
菌
b
L
蓮
根
に

《
四
)

劃
す
る
病
原
性
を
知
ら
ん
と
し
て
接
種
試
験
窓
試
み
た
。
昭
和
一
八
年
六
月
鋼
り
取
っ
た
蓮
根

に
本
菌
の
純
枠
培
養
在
六
月
一
九
月
に
接
種

L
、
地
下
室
で
硝
子
錯
を
被
ひ
充
分
滋
潤
に
保
ち

豆
、
四
日
聞
の
後
七
月
二
二
日
に
調
査
し
た
。
接
種
部
が
僅
か
に
慶
色
し
て
感
染
の
微
を
表
は

し
て
居
た
.
斯
う
し
た
物
を
感
染
と
見
て
記
録
し
た
結
果
ほ
第
六
表
の
如
く
で
、
傷
を
附
し
て

第六表

ハスの乾腐CyUndr∞arpon

菌のハスに封ずる接種試験

の結果

三種方法|接吋吋染歩合
無傷無銭麗 I6 I 
8 塗稲盛穏 161 1 
刺傷塗布接商| 却 I 26 
P 無倭語 161 1 

0 

16.7% 

86.7% 

16.7% 



接
種
し
た
場
合
に
は
感
染
を
認
め
る
事
が
出
来
た
.
之
を
要
す
る
に
本
菌
は
強
力
友
病
原
性

を
有
す
る
罷
で
は
な
い
が
傷
が
あ
る
場
合
に
は
感
染
し
縛
る
事
を
示

L
て
居
る
。

目
、
ク
ワ
井
及
び
ハ
ス
の
乾
席
病
菌
の
比
較

上
記
ク
ワ
キ
の
乾
腐
病
菌
の
純
粋
培
蓑
は
昭
和
九
年
に
分
離
し
共
牲
献
を
記
録
し
た
が
共

、
後
不
純
と
な
り
棄
却
し
た
か
ら
目
下
著
者
の
賓
験
室
に
は
其
生
き
た
培
養
を
有
せ
た
い
か
ら

生
き
た
材
料
に
就
い
て
現
在
有
す
る
ハ
ス
の
乾
腐
病
菌
と
比
較
す
る
事
の
出
来
な
い
の
は
遺

憾
で
あ
る
.
然
し
前
掲
の
如
を
嘗
時
の
記
録
と
A

ス
の
乾
樹
病
菌
の
夫
、
と
を
比
較
す
る
と
各

種
の
特
質
措
養
的
性
質
、
温
度
と
の
閥
係
、
二
O
度
附
近
が
遁
温
で
あ
る
鯨
等
に
於
て
或
は

其
胞
子
の
大
さ
に
於
て
符
合
し
特
に
其
窮
民
或
は
描
軍
か
ら
其
雨
者
の
極
め
て
相
類
す
る
事

が
認
め
ら
れ
る
・
今
其
分
生
胞
子
の
犬
さ
を
比
較
表
記
し
て
見
る
と
下
衰
の
如
く
で
直
別
す

べ
き
賦
が
友
い
・
夫
故
上
記
爾
菌
は
同
.
一
一
極
た
り
と
断
巴
て
誤
り
た
い
様
で
あ
る
・

玉
、
病
菌
の
所
属
並
に
名
稿

上
記
O
形
態
か
ら
本
菌
の
分
類
上
の
所
属
を
求
め
る
と
胞
子
が
無
色
凶
筒
形
で
両
端
鈍
顕

念
事
か
ら
不
完
全
菌
類
療
扶
鶴
菌
科
n
芸
E
H
R
R勺
8
岡
崎
に
属
す
る
事
が
判
る
・

Q
E骨
F

，Vヰ
及
び
ハ
ス
の
舵
園
周
鋳
留
に
就
い
て

タワヰ及びハス乾腐病菌の大型分生胞子の大さの比較

供 裁 菌 タワヰ薗 グワヰ菌 ，、 ス 菌

活 養 基 I J馬鈴薯容天 tワヰ型車墾 馬鈴警警聖天

長 1 隔膜胞子 2牛-40平均部84μ 2ルー33卒均鈎.78μ. 
2 " 29-40 34.66 28一羽田.18 30-42 お.58

~ 3 " 34-52 品74 28-39 37.'Z1 包-44 37.95 
1 冒 5-7 5.日 4-6 &邸 3-7 4.0 

幅 2 " 5-7 5.82 I 5-7 5.67 5-6 5.2 
3 " 5-7 5.89 I 5-7 5.田

第七表

毛
玉



に
形
成
さ
れ
器
が
、
後
者
は
同
1
5
E
E
E同
様
で
基
部
が
後
で
出
来
頂
端
の
が
古
い
、
所
謂
求
基
的
(
げ
包
宮

E
V
で
る
る
事
で
あ
る
-

Q
ロ
昆
5
3
0ロ
と

同

g
E
S
と
は
極
〈
類
似
し
た
物
で
は
あ
る
が
、
前
者
の
分
生
胞
子
は
囲
筒
形
で
腹
背
の
区
別
少
友
く
、
基
脚
部

な
く
雨
端
が
国
頭
注
舶
が
特
徴
で
、
後
者
の
胞
子
陪
新
月
形
鎌
燥
で
腹
背
性
南
端
が
尖
る
の
で
直
別
が
出
来
る
.

更
に

nHHURM叫
RRMMOP

グ
ヲ
キ
及
び
ハ
ス
の
乾
腐
開
閉
障
に
就
い
て

一占一信六

8

3
は
4
q。
E
g唱
田
宮
〈
一
九
一
吉
一
ν

民
が

E
3
8
5
0
H
O加
と
ロ
・
句
、
援
に
、
ε
h
S
2
3
3
自慢

a
s
q
E
S
ロ・

6
・
を
基
本
と
し
て

創
設
し
た
属
で
あ
る
。
同
種
類
並
に
諮
問
崎
に
つ
き
、
よ
り
詳
細
左
記
載
生
掲
げ
て
居
る

PM広島町・同・
2
H
a青
島
島
市
岡
・
句
・
凶
器
に
よ
る

ーと
横共
で属
国徴
筒は
形略
乃々
至弐
湿の
棒様
AA で
.J あ
眠る
背.
性、 ー園、
基分
部生
t亡 JJe!.
は子
僅が
か開
tc 1司
筑形
顕で
朕~
の1 崎市
趨が
記純
を球
有形
す叉
るは
事種
も A'
歩、の
忌回
が形

脚横
紙隔

盤努
主太
骨さ
ずれ

る盛
事集

25 
ν:た
ーく
で大
こ腫

本
島
は
膚
放
線
菌
科
中
前
に
句
E
R
E
-
m自
己
R
U
-
同
S
E
E
-
E
M
M唱
oacauω
受
S
E
H
P
E
E
E
2
5
の
諸
島
と
し
て

前記
にさ

河町L

E事
3お
で
属固
と峠

号完
c 至
れ担
た霊

票要
蓄を
E扇
""" .子
さ
を
れ古

奈?
習量
君事

言李
前宅
者居
は る分。
生 子
胞置

主蒔
川代
頂は
端
認 z
薪 3
し量

益雪
室主
宙空
自号
音亭
F24L 

属
の
内
で
著
者
菌
と
一
致
す
る
菌
を
求
め
る
と
。
1
・
3白
p.a.8ha
要
戸
が
あ
る
・
者
。
回
目
司
自
由
民
が

E
3
0宮
F
口
同
(
巴
民

VMM-EN

u
p
尚

M
P
2加
〉
・
切

-
E同
・
州
出
・
剛
山
町
・
開
並
に
L
司

g
aな
き
認
内
向
息
苦

aah
〈
HCN30UH
に
』
問
自
民
主
白
玄
白

S
R
3も
-EmaMpg・
と
し
て
、

或
は
同
誌

3UMgouω
に
。
ミ
訟
を
qa『
M6S
『

-aH.a.8ha(害
〉

E-M
者
居
・
ロ
・
?
と
し
て
、
或
は

N
m
g音
・

P
2
8
M
g
r
p
p

菌
と
金
く
符
合
す
る
。
夫
故
・
本
菌
に
は

ε
a
s
a
g
a司
3
2
E
n
-
h
a
s
-

MM・
5
0
2
s
g
の
記
載
並
に
句
-MOO-
〉
σymw叫
・
及
び
明
白
出
向
吉
日
庶
民
ロ
・

8
g
-
M
O巴

2
8
3
に
掲
げ
ら
れ
た
岡
空
見
る
と
著
者
の

の
名
掃
を
使
用
す
る
・
病
名
を
ク
ワ
牛
及
び
ハ
ス
の
乾
腐
病

と
呼
ぶ
。
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Z
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Parasitenkunde 1. 

p. 
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O
R
A
町
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E
岨
d
b
u
c
h
d. 
Pll
皿
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_5. 
Auft.， 
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p. 
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1932. 

属
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R
a
u
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1
町
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m
a
c
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;JOra
F
R
a四回，
B
e
itrag z. 
Myko1. F
r
岨
kfurt
a. 
M
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 p. 
88，
 
Taf. 11，
 
Fig. 
2
9
-
3
2
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 W
O
叫
E
N
W四
回
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l>h
ytop地

01.
llI，
 p.
沼
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Taf. 2
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Fig._
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Taf. 
21，
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F
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岬
耳
鳴
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1
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M
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C
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o
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A
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O
T
).
 Bull.
品
C.
恥
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恥
B
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玄
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p
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1
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ト
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p
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 Fig. 1， 

1895.
綴
w
o
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E
N
W
E
B
E
R
は
P
h
y
t
o
p
a伽
1
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I
V，
 p.2
2
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に
本
選
を
お
1
m
.
~
唱
の
異
名
と
し
て
ゐ
る
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&
戸
崎
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仇
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F
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n
g
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 D
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A
町
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ト
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W
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L四
W
E
I
!
E
I
¥
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F
u
8.
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1
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，
及
び
P
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IV. p. 
222
に
本
麓
も
R
a
m
.
m
a
c
r
o伊
帽
の
異
名
と
し
て
ゐ
る
が
Z
eits
f. 
Parasitenkde 1. 

p. 

167，
 1929
に
は
該
萄
は
分
生
也
子
が
績
紋
に
連
生
す
る
か
ら
(J!llind.
radお
匂
向
と
は
異
な
る
と
し
て
ゐ
る
。
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タ
ワ
牛
耳
ひ
・

2
の
舵
腐
病
菌
に
獄
い
て

三
七
八

報
ぜ
ら
れ
て
居
る
。
叉
馬
鈴
薯
の
塊
輩
或
は
芽
、
リ
ン
ゴ
、
サ
ク
ラ
ン
ボ
等
の
果
責
も
本
菌
の
寄
生
を
受
く
る
事
が
記
さ
れ
て
居
る
。
此
等
植
物

に
劃
す
る
本
菌
の
寄
性
は
一
般
に
強
烈
で
は
な
く
単
な
る
傷
世
間
寄
生
或
は
二
次
寄
生
に
過
ぎ
恐
い
事
が
多
い
が
、
時
と
し
て
は
大
車
両
を
起
す

、，，，、，
J

、，J

、，J

事
も
あ
る
・
叉
水
仙

2RnEEV02vチ
ュ
ー
リ
ッ
プ
(
吋
長
官
)
O
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
〈

S
E
5
5何
百
合
類
(
ピ
ロ

E
阻
害
・
〉
ゆ
仰
シ
ク

。a

-
フ
メ
ン
〈

Q
n
H
5
2〉
グ
ロ
キ
シ
ユ
ア
(
の
H
O
M
E
S
O等
の
花
弁
球
根
類
は
其
圃
場
に
於
て
或
は
貯
蹴
韓
議
中
に
腐
敗
枯
損
す
る
と
と
が

多
い
・
其
原
因
は
本
菌
或
は
本
菌
と
類
似
菌
の
共
同
作
用
に
よ
る
事
が
多
く
、
其
生
産
で
知
ら
れ
て
居
る
和
蘭
で
は
之
に
よ
る
被
害
が
英
大

な
額
に
遣
す
る
由
で
あ
る
・七

、
防

除

法

レ
シ
コ
シ
叉
は
タ
ワ
ヰ
の
乾
腐
病
に
就
き
で
は
建
防
試
験
の
成
績
を
持
A
J

て
居
ら
ぬ
が
、
和
蘭
で
は
水
仙
及
び
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
鱗
重
が
本

菌
の
寄
生
を
受
け
、
球
根
の
供
給
地
と
し
て
打
隼
が
大
き
い
.
之
に
封
し
て
同
地
で
は
ホ
ル
マ
リ
ン
一

l
四
dm液
で
土
壌
梢
毒
宣
行
ふ
べ
き

事
b
z
推
掃
し
て
居
る
・
夫
故
本
邦
で
も
本
病
費
生
の
恐
あ
る
貯
蔵
容
で
は
五
O
倍
位
の
ホ
ル
マ
リ
シ
液
を
充
分
噴
霧
し
、
そ
れ
が
揮
費
し
て

か
ら
貯
蔵
す
る
が
よ
い
.

又
被
害
の
虞
の
あ
る
圃
場
か
ら
牧
穫
し
た
地
下
翠
は
五
0
1
一
O
O倍
の
ホ
ル
マ
リ
ン
液
で
五

i
一
0
分
間
浸
潰
し
表
面
消
毒
を
行
ひ
、

後
通
風
宜
き
場
所
に
保
ち
液
の
揮
奮
し
て
か
ら
貯
賊
す
る
が
よ
い
.
叉
最
初
か
ら
外
傷
と
か
汚
賠
の
な
い
健
全
な
地
下
室
の
み
を
保
存
す
る

官
曹
が
必
要
で
あ
る
・
叉
貯
蹴
中
低
湿
に
遭
ひ
て
地
下
室
の
抵
抗
力
を
減
ぜ
し
む
る
が
如
き
事
な
き
様
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ね
.
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第一同 舵腐病t乙侵・されたるクワヰの球華

‘;;/' -

第二圃 クワヰの乾腐病菌 Oylinclroearponraclicicola 

Wn.の分生胞子(クワヰ球主上に形成) x 1000 



第三岡乾樹病に侵されたるハろの根童

第四国ハスの乾腐病菌 σylinclrocarporlraclicicola 

Wa.の分生胞子(ハス根童上に形成) xlO∞ 



第五固

第六圃

~OρO(} 
Churir。③

第七回

。U 539hぞき
qJO。リ

鱒入国

一〆〆

第五困 馬鈴薯寒天に形成のクヲヰの乾腐病菌の分生胞子及挽子挺 x650

第六闘同 上小分生胞子 X650

第七出l同 上厚膜胞子 x650

第八岡同 上大分生胞子の蛍芽水中24度ICて24時間後 x650



第九困

第一0圃

第九悩i 姿芽エキス寒天fC形成のハスの乾崎病菌の

櫓子榎並fC分生胞子 x2∞ 
第一0圃 向 上厚膜胞子 x4∞


